
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた
20082008（平成20年）（平成20年） 月号 月号 vol.36vol.3699

今
月
の
内
容

12 お知らせ・各種日程

■鉾田市美術展覧会作品募集
■霞ヶ浦湖上実践セミナー参加者募集
■生涯学習ボランティア人材募集
■休日診療・健康カレンダー
■心配ごと相談　ほか

9―11 行政からのお知らせ２

■農薬の正しい使い方
■不動産公売
■ノーマイカーデーいばらき
■住基カード・電子証明の手続
■平成 20年度住宅・土地統計調査　ほか

5―8 まちの話題

■がんばる消防団
■市補助金等調査検討会議答申
■（仮称）鉾田市旭保健センター着工
■こむこむ　ほこた
■SPORTS　ほか

2―4 行政からのお知らせ１

■健診
■長寿医療制度
■脳ドック費用助成
■サツマイモ農家の皆さんへ
■ＮＨＫ放送受信料の免除基準　ほか

　
「
今
年
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
す
。
賞
を
決
定
す
る
の
に
各

役
員
は
大
変
で
し
た
。」
と
目
を
細
め
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
た
の
は
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
会
長
の
関
谷
政
治

さ
ん
。

　

８
月
23
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
鉾
田
中
央
公
民
館
で
、

夏
休
み
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
子
ど
も
会
作
品
展
」（
同

連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
展
は
、

各
子
ど
も
会
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
を
共
同
制
作
し
出
展
す
る

も
の
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
、
大
き
さ
も
畳
半
分
の
ス
ペ
ー

ス
に
納
ま
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。
小
学
校
区
ご
と
に
優
秀
賞
を
選
出

し
、そ
の
中
か
ら
役
員
の
投
票
に
よ
り
特
別
賞
（
市
長
賞
・

教
育
長
賞
・
議
長
賞
）
が
、
ま
た
、
全
作
品
の
中
か
ら
会

長
賞
と
副
会
長
賞
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
95
点
の
出
展
が
あ
り
、
市
長
賞
３
点
、
教
育

長
賞
3
点
、
議
長
賞
３
点
、
会
長
賞
２
点
、
副
会
長
賞
３

点
、
優
秀
賞
11
点
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
旧
鉾
田
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
行

事
で
、
も
と
も
と
個
人
作
品
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
も
の

が
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
共
同
制
作
に
よ
る
作
品
展
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
か
ら
会
長
だ
っ
た
関
谷
さ
ん
は
、
子

ど
も
会
本
来
の
活
動
を
表
す
作
品
展
に
し
よ
う
と
訴
え
た

結
果
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
作
品
展
の
目
的
に
は
「
育
成

者
・
指
導
者
の
指
導
・
協
力
の
も
と
、
上
級
生
が
下
級
生

を
導
き
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
企
画
・
立
案
、
準
備
し
、

作
品
を
作
り
上
げ
る
。
作
品
展
で
、
全
作
品
を
鑑
賞
し
、

自
分
た
ち
の
作
品
・
制
作
過
程
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
評
価
・
反
省
し
、
次
の
世
代
へ
と
活
動
を
継
続
し

て
い
く
。
こ
の
一
連
の
活
動
を
、
自
立
し
た
社
会
人
へ
成

長
す
る
た
め
の
一
助
と
す
る
。」
と
い
う
内
容
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
思
わ
ぬ
成
果
も
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
表
彰
式
に
父
親
の
姿
が
半

数
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
関
谷
さ
ん
は
、

「
共
同
制
作
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
父
親
の
出
番
が
増
え

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
父
親
も
参
加
し
て
制
作
す
れ
ば
こ

そ
一
緒
に
表
彰
式
に
出
た
い
と
思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
子
ど
も
た
ち
は
、
お

お
い
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
鉾
田
市
か
ら
、
第
2

の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
が
、
又
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、
興
味
を
示

し
た
も
の
に
は
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
ま
す
。
こ

の
作
品
展
に
限
ら
ず
子
ど
も
会
活
動
が
そ
の
一
助
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

議長賞教育長賞

優秀賞

副会長賞

会長賞
市長賞

＜優秀賞＞（写真左から）
安房子ども会（諏訪小）
滝浜子ども会（旭南小）
もみじ子ども会（大和田小）
下鹿田子ども会（旭西小）
阿玉・吾妻原子ども会（上島東小）
ほがらか子ども会（串挽小）
竹の子子ども会（白鳥東小）
カナリヤ・つくし子ども会（旭北小）
二重作子ども会（上島西小）
つばさ子ども会（野友小）
駒木根子ども会（徳宿小）

＜議長賞＞（写真上から）
寄居子ども会（当間小）
つばさ子ども会（青柳小）
ふたば子ども会（旭東小）
＜会長賞＞（写真上から）
徳宿新田子ども会（徳宿小）
白百合子ども会（青柳小）
＜副会長賞＞（写真上から）
勝下新田・冷水子ども会（旭南小）
下沢ぎんなん子ども会（白鳥東小）
上沢銀の鈴子ども会（白鳥東小）

＜市長賞＞（写真左から）
しらはま子ども会（大竹小）
若葉子ども会（新宮小）
こまどり子ども会（鉾田小）
＜教育長賞＞（写真左から）
白ばら子ども会（舟木小）
日の出子ども会（鉾田小）
わかば子ども会（巴第一小）
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誰
に
で
も
襲
い
か
か
る
病
気
の
恐
怖
。「
気
づ
い

た
ら
手
遅
れ
」
を
避
け
る
た
め
に
は
〝
健
診
〞
が

不
可
欠
で
す
。
現
実
か
ら
目
を
背
け
ず
、
ま
ず
は

自
分
自
身
の
体
を
正
し
く
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
、
40
歳
〜
74
歳
の
す
べ
て
の
方
を

対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
期
に
発

見
す
る
特
定
検
診（
基
本
健
診
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

鉾
田
市
で
実
施
す
る
「
基
本
健
診
」
の
対
象
者
に

な
っ
て
い
る
か
確
認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鉾
田
市
で
は
、「
ミ
ニ
ド
ッ
ク
」
と
「
住
民
基
本

健
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
「
基
本

健
診
」
を
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
希

望
さ
れ
る
ほ
う
を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ミ
ニ
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 健

診
健
診

旭保健センター37-1411・鉾田保健センター33-3691・大洋保健センター39-4866問

ミニドック（予約制）

基本健診… 身体測定、尿検査、血圧測定、眼底検査、血液検査、
心電図検査

各種検診… 結核・肺がん検診、大腸がん検診、肝炎ウィルス検査、
胃がん検診、前立腺がん検査のうち対象となるものす
べてを受診

基本健診　＋　各種検診

どちらか一方を選択して受診どちらか一方を選択して受診▲▼

住民基本健診

基本健診… 身体測定、尿検査、血圧測定、眼底検査、血液検査、
心電図検査

各種検診… 結核・肺がん検診、大腸がん検診、肝炎ウィルス検査
の中から希望するものを選択して受診

基本健診　＋　希望する各種検診 生活機能評価（無料）
　「生活機能評価」は、筋力などの運動機能や口腔機能、栄養摂取などの
状態を知るための検査です。65 歳以上で要介護・要支援の介護認定を受
けていない方が対象で、市が行う「ミニドック」又は「住民基本健診」を
受けられる際に受診していただきます。

基本基本健健診診 40歳から74歳の方の「基本健診」は加入している医療保険によって受ける場所が異なります BASIC

各種検診各種検診 受けたい検診項目を選んで受診できます OTHERS

※医療保険者とは・・・健康保険組合、政府管掌保険組合、共済組合、
国民健康保険組合、市町村国民健康保険など。（保険証で確認できます。）

　40歳から74歳の国民健康保険以外の医療保険に加入されている方
は、加入している医療保険者が指定する健診機関で受診することに
なります。詳しくは、加入している医療保険者へお問合せください。

鉾田市で実施する基本健診の対象者 個人負担金

19歳～39歳の方
40歳～74歳の国保加入者 500円

長寿医療保険に加入している方 無料

　「ミニドック」を希望された方は各種検診のう
ち対象となるもの全てを受診していただきます。
　「住民基本健診」を希望された方は、各種検診
の中から希望するものを選択して受診していた
だきます。
　「基本健診」を受診されない方でも、各種検診
のみを選択して受診することができます。

健診日程
●ミニドック
　受付時間：午前６時30分～10時20分
　・旭保健センター
　　11月16日（日）・12月６日（土）
　・鉾田保健センター
　　10月20日（月）～23日（木）
　　10月27日（月）～28日（火）
　・大洋保健センター
　　11月９日（日）・10日（月）

●住民基本健診
　受付時間：午前９時～11時30分
　　　　　　午後１時～２時30分
　日程・場所は右表のとおり
　 ※指定された日が都合の悪い場合
は、健診実施日のいずれかに受診
してください。

当日持参する物・服装

○ 保険証、受診券、大腸がん検診の採便した容器（受診者
のみ）、個人負担金

○ボタン、刺繍、金具等のないもので、着脱しやすい服装

受診券
健診の申込をされている方…健診の１か月前に鉾田市から受診券を送付します。
健診の申込をされていない方…受診を希望する保健センターへお申し込みください。
国民健康保険・長寿医療保険以外の医療保険に加入されていて鉾田市の基本健診を希
望される方…お勤め先又は加入している医療保険者に確認し、受診可能な場合には加
入している医療保険者から受診券の交付をうけてください。

日程 対象地区

11／
17（月）

午前 樅山・滝浜新田・滝浜・柏熊新田・湯坪
午後 箕輪東・箕輪西・下太田・上太田

18（火）
午前 造谷第一・造谷第二・造谷第三
午後 田崎・和岡・大神

19（水）
午前 下鹿田・上鹿田・大沼・飯田
午後 上釜・沢尻・荒地・三和

20（木）
午前 玉田・野田・冷水・子生・子生第二
午後 常磐第一・常磐第二・勝下新田・西勝下・勝下

旭保健センター
日程 対象地区

10／
29（水）

午前 徳宿
午後 舟木

30（木）
午前 烟田・安塚
午後 大戸・駒木根・秋山

31（金）
午前 高田・串挽・野友・半原
午後 借宿・当間

11／
４（火）

午前 鉾田・新鉾田・新鉾田西
午後 飯名・塔ヶ崎

５（水）
午前 菅野谷・大和田・上冨田・下冨田・鳥栖
午後 青柳・紅葉

６（木）
午前 安房・柏熊
午後 大竹・白塚

21（金）
午前

上記日程に受診できなかった方
午後

鉾田保健センター

大洋保健センター

検診項目 対象者 個人負担金

結核・肺がん検診 40歳以上 無料

大腸がん検診 30歳以上 100円

肝炎ウィルス検査 40歳～76歳までの未受診者 500円

胃がん検診 30歳以上 500円

前立腺がん検査 50歳～70歳の男性 無料

日程 対象地区
11／
11（火） 荒地・組塚・田子沼・高釜・京知釜・飯島・堺釜・下沢

12（水） 阿玉・田塚・大蔵・札・江川・中居・上幡木

13（木） 青山小角台・台の浜・濁沢・汲上（上宿・下宿）・
椎之内・別所釜・町山

14（金） 武与釜・上沢・梶山・吾妻原・二重作
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市
の
動
静
（
８
月
）

１　

 

茨
城
空
港
関
連
道
路
整
備
促
進
協
議
会

総
会

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
交
付
式

２　

ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ
（
星
空
映
画
祭
）

３　

ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

４　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

６　

鉾
田
市
補
助
金
等
調
査
検
討
会
議
答
申

12　

 

鉾
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
推

進
会
議

19　

県
市
長
会
自
治
研
究
会

21　

鉾
田
地
域
農
業
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

27　

茨
城
県
戦
没
者
追
悼
式

29　

県
市
長
会

　
〝
ナ
カ
ジ
ロ
シ
タ
バ
〞
は
、
幼
虫
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
を

食
害
し
、
多
発
す
る
と
短
期
間
で
葉
脈
・
葉
柄
だ
け
を
残
し

て
葉
を
食
べ
尽
く
す
こ
と
も
あ
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
量
・

品
質
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、〝
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
〞
の
幼
虫
も
広
食
性
で
、
野

菜
や
大
豆
、
花
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
農
作
物
を
加
害

し
問
題
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
大
発
生
し
、
洗
濯
物
に
付

着
し
た
り
家
庭
菜
園
の
野
菜
を
食
害
し
た
な
ど
、
多
数
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
の

仕
組
み
が
一
部
変
わ
り
ま
す

脳
ド
ッ
ク
健
診
に
係
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す

サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
「
脳
ド
ッ
ク
健
診
」
を
希
望
す
る
方
に
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

★ 

ナ
カ
ジ
ロ
シ
タ
バ
や
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の

幼
虫
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
条
件
】

① 

こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
こ

と
な
く
納
め
て
い
た
方
が
、
自
分
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
す
る
場
合

② 

年
金
収
入
額
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方
で
、
そ

の
方
の
世
帯
の
世
帯
主
又
は
配
偶
者
の
口
座
か

ら
引
き
落
と
し
す
る
場
合

※
②
の
場
合
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口
座
引
落
し
に
よ
り
保

険
料
を
支
払
っ
た
世
帯
主
又
は
配
偶
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
保
険
料
の

支
払
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
注
意
点
〉

◆
脳
ド
ッ
ク
健
診
の
助
成
を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
ず
市

役
所
保
険
年
金
課
、
旭
・
大
洋
各
市
民
セ
ン
タ
ー
（
国
保

担
当
）
へ
申
請
書
を
提
出
し
、「
脳
ド
ッ
ク
健
診
承
認
決

定
通
知
書
」の
交
付
を
受
け
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
料
の
算
定　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

に
関
す
る
こ
と　

連
合　

事
業
課
保
険
料
班

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
９―

３
０
９―

１
２
１
３

保
険
料
の
支
払　

市
役
所　

保
険
年
金
課

い
に
関
す
る
こ
と　

☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

問
市
役
所　

保
険
年
金
課　

３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

※
保
険
料
支
払
方
法
変
更
の
申
請
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課

又
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
担
当

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
年
金
収
入
額
と
は
、
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
年
金
を
除
い

た
年
金
受
給
額
を
い
い
ま
す
。

●
平
成
20
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

⑴　

 

保
険
料
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
る
方
は
、
８
・
５
割
軽

減
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

←

　
　

 

年
間
保
険
料
が
１
１
，
２
０
０
円
の
方
は
、
５
，

４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

⑵　

 

保
険
料
の
算
定
の
も
と
と
な
る
総
所
得
金
額
が
58
万

円
以
下
（
年
金
収
入
の
み
の
方
は
、
年
金
収
入
額
が

２
１
１
万
円
以
下
）
の
方
の
保
険
料
の
所
得
割
額
部
分

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
平
成
21
年
度
以
降
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

軽
減
制
度
等
に
つ
い
て
、
関
係
条
例
等
が
決
定
さ
れ
て
か

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）

① 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
ま
で

の
方
（
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
を
除
く
）

② 

申
込
時
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方

③ 

過
去
２
年
間
に
国
民
健
康
保
険
の
行
っ
た
脳
ド
ッ
ク

健
診
事
業
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

④
脳
疾
患
で
現
在
治
療
中
で
な
い
方

⑤
そ
の
他
検
査
に
支
障
が
な
い
方

※
１
世
帯
１
名
の
み
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
の
額
等

■
健
診
実
施
期
間

　

平
成
20
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

■
健
診
内
容

《
一
般
脳
ド
ッ
ク
健
診
》（
特
定
検
査
項
目
含
む
）

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
・
診
察
・
血
圧
測
定
・
脂
質
・

血
液
一
般
・
肝
機
能
等
・
代
謝
系
・
眼
底
検
査
・
尿
一

般
・
腎
機
能
・
Ｘ
線
撮
影
・
心
電
図

《
簡
易
脳
ド
ッ
ク
》

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

※
今
年
度
、
住
民
健
診
で
「
基
本
健
診
」
を
受
け
た
方

又
は
こ
れ
か
ら
受
診
予
定
の
方
は
簡
易
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
指
定
健
診
機
関

※
が
つ
い
て
い
る
健
診
機
関
は
一
般
脳
ド
ッ
ク
健
診
の
み

脳
ド
ッ
ク
の
種
類

対
象
者
数

助
成
額

一
般
脳
ド
ッ
ク
健
診

１
０
０
人

１
５
，
０
０
０
円

簡
易
脳
ド
ッ
ク
健
診

１
０
０
人

１
０
，
０
０
０
円

《
防
除
対
策
》

◆
ナ
カ
ジ
ロ
シ
タ
バ

　

つ
る
先
の
未
展
開
葉
や
上
位
葉
に
指
先
ほ
ど
の
穴
の
開
い

た
食
害
痕
を
発
見
し
た
ら
、
早
期
に
農
薬
散
布
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
幼
虫
が
生
息
す
る
葉
裏
ま
で
薬
剤
が
か

か
る
よ
う
丁
寧
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
薬
剤
に
対

す
る
抵
抗
性
は
、現
在
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

適
期
に
散
布
す
る
こ
と
で
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

◆
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ

　

被
害
葉
の
発
生
を
発
見
し
た
ら
早
期
に
農
薬
散
布
を
行
い

ま
す
。
幼
虫
の
齢
期
が
進
む
ほ
ど
、
効
果
が
薄
れ
る
傾
向
に

あ
る
た
め
、
初
期
の
防
除
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
薬
剤
に
よ

る
抵
抗
性
の
発
達
を
抑
え
る
た
め
、
同
一
系
統
の
薬
剤
を
連

用
せ
ず
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

産
業
経
済
課　

☎
３
３―

２
１
１
１

（
内
線
）
１
１
６
７

問

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

９
月
12
日
（
金
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
【
日
程
】

　

９
月
12
日
（
金
）
本
会
議
（
初
日
）

　

９
月
16
日
（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

９
月
17
日
（
水
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

９
月
18
日
（
木
）
委
員
会

　

９
月
19
日
（
金
）
委
員
会

　

９
月
22
日
（
月
）
委
員
会

　

９
月
24
日
（
水
）
本
会
議

　

９
月
25
日
（
木
）
本
会
議
（
最
終
日
）

　

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴
を
す

る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ナカジロシタバの幼虫に食
害を受けたサツマイモの葉

　

被
害
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
拡
大
し
ま
す
。
特

に
夏
期
の
降
水
量
が
平
年
よ
り
少
な
く
、
平
均
気
温
が
平
年

よ
り
高
い
年
は
発
生
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
発
生
の
時
期
】
８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
拡
大

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
農
薬
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
る
使
用
方
法
、
注
意
事
項
等
を
確
認
の
う
え
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
周
辺
作
物
等
へ
飛
散
し
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ハスモンヨトウの幼虫に食
害を受けた葉

市
議
会
事
務
局　

☎
３
３―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
３
１
１

問

８月３日鹿島灘海浜公園で行われた
ナイトフェスタ（お囃子）の様子

・
石
岡
循
環
器
科
脳
神
経
外
科
病
院

・
大
洗
海
岸
病
院

・
白
十
字
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

・
つ
く
ば
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
（
※
）

・
霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診
セ
ン
タ
ー
（
※
）
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守
ら
れ
て
い
ま
す
か
？あ

な
た
の
人
権

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民

間
の
人
た
ち
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
日
ご
ろ
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
人
た
ち

が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害

が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら

れ
た
制
度
で
す
。

　

現
在
、
鉾
田
市
で
は
、
９
名
の
相
談
員
が
お
り
、

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、相
談
に
応
じ
た
り
、

「
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
小
学
校
で
の
人

権
教
室
を
行
う
な
ど
、
人
権
擁
護
の
た
め
の
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
い
じ
め
、
体
罰
、

家
庭
内
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

差
別
な
ど
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問

水
戸
地
方
法
務
局
鹿
嶋
支
局　
　

☎
０
２
９
９―

８
３―

６
０
０
０

問
市
役
所　

社
会
福
祉
課　

３
３―

２
１
１
１

（
内
線
）
１
５
６
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０―

０
７
７―

０
７
７

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
（
住
民
税
）

非
課
税
の
場
合
に
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
又
は
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
）
が
世
帯

主
の
場
合
に
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

■
免
除
基
準
表
（
世
帯
対
象
）

半額免除（下記表に該当する世帯主が受信者の場合） 全額免除

重
度
の
戦
傷
病
者

重
度
の
精
神
障
害
者

重
度
の
知
的
障
害
者

重
度
の
身
体
障
害
者

視
覚
・
聴
覚
障
害
者

社
会
福
祉
事
業
施
設

入
所
者

精
神
障
害
者

知
的
障
害
者

身
体
障
害
者

公
的
扶
助
受
給
者

対
象

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
１
款
症
の
方
が
、
世

帯
主
で
あ
る
場
合

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
等
級
が
重
度
（
１
級
）
の
方
が
、

世
帯
主
で
あ
る
場
合

所
得
税
法
ま
た
は
地
方
税
法
に
規
定
す
る
特
別
障
害
者
の
う
ち
、
児
童
相
談
所
、
知

的
障
害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
精
神
保
健
指
定
医
に
よ

り
重
度
の
知
的
障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
方
が
、
世
帯
主
で
あ
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
障
害
等
級
が
重
度
（
１
級
ま
た
は
２
級
）
の
方
が
、

世
帯
主
で
あ
る
場
合

視
覚
障
害
ま
た
は
聴
覚
障
害
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、
世
帯

主
で
あ
る
場
合

社
会
福
祉
法
に
定
め
る
社
会
福
祉
事
業
を
行
う
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
場
合

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
、
世
帯
構
成
員

全
員
が
市
町
村
民
税
（
特
別
区
民
税
含
む
）
非
課
税
の
場
合

所
得
税
法
ま
た
は
地
方
税
法
に
規
定
す
る
障
害
者
の
う
ち
、
児
童
相
談
所
、
知
的
障

害
者
更
生
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
精
神
保
健
指
定
医
に
よ
り
知

的
障
害
者
と
判
定
さ
れ
た
方
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
、
世
帯
構
成
員
全
員
が
市
町
村

民
税
（
特
別
区
民
税
含
む
）
非
課
税
の
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
、
世
帯
構
成
員
全
員
が
市

町
村
民
税
（
特
別
区
民
税
含
む
）
非
課
税
の
場
合

・
生
活
保
護
法
に
定
め
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

・
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
援
護
を
受
け
て
い
る
場
合

・ 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
に
規
定
す
る
支
援
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

適
用
条
件

鉾
田
市
の
人
権
擁
護
相
談
員

特設人権相談日（予約不要・無料・秘密厳守）
　とき　９月４日（木）10時～15時　会場　旭公民館
　とき　10月16日（木）10時～15時　会場　鉾田中央公民館

旭地区 大洋地区 鉾田地区

生
井
澤
恭
子

冨
田　
　

泰

米
川　
　

守

飯
島　

聰
子

額
賀　

悦
子

冨
田　
　

健

粟
野　

光
臣

荒
野　

圭
子

山
口　
　

德

３
７―

１
８
１
０

３
７―

１
９
８
７

３
７―

１
７
５
７

３
９―

３
５
３
６

３
９―

２
０
５
８

３
６―

２
４
６
４

３
３―

２
７
９
４

３
３―

５
１
７
０

３
６―

２
０
４
３

受
信
料
免
除
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

●
受
信
料
免
除
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
免
除
制
度
の
適
正
な
運
用
の
た
め
、

定
期
的
に
、
受
信
料
免
除
事
由
の
継
続
状
況
に
つ
い

て
、
自
治
体
の
協
力
を
得
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
免
除
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
受
信
料
免
除
を
解
消
す
る
旨
が
連
絡
さ

れ
ま
す
。

免
除
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
は

●
記
載
し
た
個
人
情
報
は
、
放
送
受
信
料
の
契
約
・

収
納
、
免
除
基
準
の
適
用
の
ほ
か
、
受
信
に
関
す
る

相
談
業
務
、
放
送
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
、
放
送
に

関
す
る
調
査
へ
の
協
力
の
お
願
い
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

契
約
書
・
申
請
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
確
認
の
後
、
折
り
返

し
「
受
理
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

４４
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
提
出

（
郵
送
）
し
て
く
だ
さ
い
。

３３
市
役
所　

社
会
福
祉
課
に
申
請
書
を
提
出

し
、免
除
事
由
の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
半
額
免
除
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
窓
口
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

２２
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
又
は
市
役
所　

社
会
福
祉
課
、

旭
・
大
洋
各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
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■がんばる消防団
　　　　　訓練実施
　鉾田市消防団では、日頃
から、市民の生命・財産を守
るため訓練に励んでいます。
　鉾田市消防団は、３つの
支団（旭支団・鉾田支団・
大洋支団）で編成されてお
り、各支団ごとに統一訓練、

夏季訓練等が実施されています。
　５月に大洋支団で統一訓練、７月から８月にかけて鉾田支団、
旭支団で夏季訓練が行われました。
　７月に行われた訓練では、規律訓練、ポンプ操法訓練、水出
操法訓練などが行われました。また、普通救命訓練（写真下）
も行われ、各分団から選出された団員が、心肺蘇生法やAED（自
動体外式除細動器）の使用方法を学びました。
　訓練当日は大変厳しい暑さでしたが、団員たちは、キビキビ
とした動きで統制のとれた訓練を展開していました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

■ナイトフェスタ
　　　　　　開催！
　８月２・３日、鹿島灘海
浜公園でナイトフェスタ（主
催：市・市鹿島灘海浜公園
利用促進協議会）が開催さ
れました。２日にはフラダ
ンス、市社会福祉協議会に
よる「星空映画会」（写真下）

が行われ、３日には、ストリートダンス、盆踊り、お囃子が行
われました。
　大変むし暑い日でしたが、両日とも夕方からの開催で、射的、
金魚すくい、駄菓子屋などの夜店が軒を連ね、多くの家族連れ
が、真夏の夜を楽しんでいました。
　鉾田市出身という女性は、「たまたま夫と一緒に子ども２人
を連れて実家に帰ってきていて、東京にもどる途中に立ち寄り
ました。こんなに広い公園ができ、夏祭りまで行われていて驚
きました。子どもたちも夜店でカブトムシを買って大喜びで
す。」と語ってくれました。

　８月７日、鉾田市補助金等調査検討会議（方波見正代表）が、
鬼沢市長に最終答申を提出しました。最終答申では、補助金の
交付基準、交付団体の選定及び手続に関する要綱の素案が示さ
れました。市では財政健全化の一環として本答申を尊重し、庁
内調整を経たうえで来年度から新基準により補助金交付を行う
予定としています。

鉾田市補助金
等調査検討会
議、鬼沢市長
に最終答申を
提出

　７月某日、突如、仮面ライダーと50人ほどの撮影隊が鉾田
市内の海岸に現れました。これは、「仮面ライダー電王」の劇
場版（10月公開予定）の撮影のために行われたもの。テレビ・
映画でも登場していない新しい仮面ライダーの撮影とあって厳
重な警戒態勢のなか行われました。

鉾田市の海岸
に仮面ライダー
現る！

　７月29日、（仮称）鉾田市旭保健センター建設工事に伴う安
全祈願祭が行われました。当工事は、合併協議の際、新市建設
計画の中に盛り込まれた事業で、旧村時代から保健・福祉施設
の整備が求められていました。施設の有効利用と経費節減とい
う観点から旭総合支所隣に学習等供用施設との共用を図り、建
設するもので、来年１月に完成する予定です。

（仮称）鉾田市
旭保健センター
建設工事安全
祈願祭。いよ
いよ着工へ

　８月23日から25日にかけて、鉾田市上幡木の海岸で、ジャパン
プロサーフィンツアー2008ロングボード第４戦（日本プロサーフィ
ン連盟主催）が開催されました。初日の23日にはアマチュア選手
のプロトライアルも行われ、多くの観戦客が訪れました。海から
の風が吹き荒れる悪コンディションでしたが、選手たちは、高度
な技を披露し、華麗なテクニックに観客たちは魅了されました。

ジャパンプロ
サーフィンツ
アー２００８
第４戦　開催！

←写真は今大会の優勝者
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HOKOTA
Community & Communication

　８月３日、樅山農村集

落センターで、「もみや

ま音頭製作発表会」（も

みやま音頭保存会主催）

が行われました。

　「もみやま音頭」は、

樅山区長で畳屋を経営す

る栗原栄光さんが作詞

し、同業者の島かずおさ

ん＝本名・小島一男（札

在住）＝が作曲され、潮

来市在住の山口正光さ

んが編曲し、踊りの振り

付けは浅倉鶴貴さん＝本

名・浅倉末子（子生在住）＝が担当して完成しました。

　当日は、歌と踊りが披露され、地域のお年寄りや

子どもたちも参加し、楽しい発表会となりました。

　今後、もみやま音頭保存会では、地区のお祭りや

伝統行事などをとおして音頭を広げ浸透させていき

たいとのことでした。

　　もみやま音頭製作発表会～樅山区～歌と踊りで活性化！
　　もみやま音頭製作発表会～樅山区～歌と踊りで活性化！

　８月23日、串挽小学

校体育館で串挽学区生涯

学習推進会議（池田正男

会長）主催により「第

14回かがやきの郷まつ

り」が開催されました。

　祭りは、住民手作りの

お祭りで、夜店は４つの

区と交通安全母の会、ス

カイタウン団地の皆さん

が出店し、催し物も、交

通安全母の会による紙芝

居、カラオケ大会、消防

団員による花火大会、地

元の新川岸囃子保存会によるお囃子、盆踊り、お楽

しみ抽選会など知恵と心のこもったプログラムが用

意され盛大に行われました。

　当日はあいにくの雨模様でしたが、急遽変更になっ

た体育館には多くの家族連れが訪れ子どもからおじい

ちゃんおばあちゃんまで夏の夜を楽しんでいました。

　　～生涯学習推進会議串挽学区～夏だ、祭りだ！かがやきの郷まつり！！
　　～生涯学習推進会議串挽学区～夏だ、祭りだ！かがやきの郷まつり！！

　７月30日から８月25日
にかけて市社会福祉協議
会主催により「中学生対象
ホームヘルパー３級課程
養成講座」が開催されまし
た。この事業は、３級ヘル
パーの資格取得をとおし
て生きる力の育成、ボラン
ティア精神の向上を図る目
的で毎年、実施されていま
す。今年は、35名が参加し、
11日間（55時間）の研修
と実習が行われました。
　全課程を修了した生徒

には、修了証明書、携帯用修了証明書（カード）、普通
救命講習修了証が交付されました。参加した受講生たち
は、ほとんどが３時間以上の講習のため、大変疲れた様
子でしたが、修了証明書を手渡されると、うれしそうに
何度も修了証明書を見返し笑顔を浮かべていました。参
加した中学３年の女子生徒は「将来は、福祉関係の道に
進みたいです。」と目を輝かせて語ってくれました。

　８月６日、大竹海岸鉾

田海水浴場で大竹小学校

ＰＴＡ主催（小林静夫会

長）による大竹元気っ子

「ライフセービング体験」

が行われました。

　講師に、大竹サーフ 

ライフ セービング クラ

ブを迎え、海で安全に遊

ぶ方法や水面を早く走る

方法を学んだり、ビーチ

フラッグ、ボードを使っ

た波乗りなどを楽しみな

がら体験していました。
　同体験事業は、今年で７年目。今回は33名の児

童が参加し、低学年、中学年、高学年のグループに

分かれて行われ、真夏の海を存分に楽しんでいまし

た。

　　～大竹元気っ子「ライフセービング体験」～海での約束ごと体で学びました！
　　～大竹元気っ子「ライフセービング体験」～海での約束ごと体で学びました！

　８月21日、安産、子育て、

合格祈願で知られる「塔ヶ崎

十一面観世音」で縁日が開か

れました。

　当日は、通りが歩行者天国

となり、露店30店ほどが立ち

並び多くの人で賑わいました。

　このお寺は、地元住民が中

心となって構成している塔ヶ

崎十一面観世音会が運営し

ており、毎日の腹帯などの受

付も住民が輪番で行っていま

す。まさに現代の村の鎮守さ

まといえます。
　また、出店の名物の一つとなっているのが、赤らっ

きょ。もともとは、潮来の漬物屋が縁日に店をだし

たのがはじまりらしく、店の方に話を聞いてみると

「昔、安産のお寺なので、滋養を取るために、食欲

がわくように白いらっきょを染めて売り始めたのが

きっかけらしいです。」と教えてくれました。

　６月、各小学校（希望校の

み）に理科教材用として栗と

どんぐりの苗木あわせて約

250本が配布されました。提

供してくださったのは、造谷

在住の角谷秀夫さん。きっか

けは、角谷さんが観賞用植物

の生産・販売会社を経営して

おり、通常、栗やどんぐりは

土の中にもぐって発芽するた

め一般の人の目にはふれられ

にくいなと思っていたところ

に、奥さんから「この状態を

子どもたちに見せてあげた
ら。」との一言が小学校への無償提供につながった

とのことでした。

　７月18日には教育長から角谷さんへ感謝状が贈呈

されました。教育長からは「児童たちは、自然がど

ういう営みをしているのか。をよく知るきっかけに

なったと思います。」と感謝の言葉がおくられました。

自
然
の
営
み
ご
覧
あ
れ
！

〜
栗
・
ど
ん
ぐ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜

自
然
の
営
み
ご
覧
あ
れ
！

〜
栗
・
ど
ん
ぐ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜

　　～中学生ホームヘルパー3級課程養成講座～次代を担う私たち、しっかり社会を支えます！
　　～中学生ホームヘルパー3級課程養成講座～次代を担う私たち、しっかり社会を支えます！

現
代
の
村
の
鎮
守
さ
ま
！

〜
塔
ヶ
崎
十
一
面
観
世
音
大
縁
日
〜

現
代
の
村
の
鎮
守
さ
ま
！

〜
塔
ヶ
崎
十
一
面
観
世
音
大
縁
日
〜
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こむこむ ほこた

６／27　 白鳥東小　塩づくり体験事業
（塩づくり用の釜を囲んで）

７／15　旭南小　地引き網体験活動

７／11　 上島東小　サマーフェスティバル
（全校児童による清掃活動）

７／1
6　大

竹小　
海辺の

造形活
動

▲８／19親子料理教室
　（市食生活改善推進員連絡協議会鉾田支部主催）▲８／２2発掘調査体験

　（茨城町下
し も

土
は じ

師遺跡）

▼

７
／
30

　

巴
川
の
自
然
観
察

▼

８
／
５

　

大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
見
学

▼

８
／
19　

　

カ
レ
ー
と
ナ
ン
づ
く
り ▼

８
／
20

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
見
学

▼

７
／
30
・
31
借
宿
祭
り

子どもふれ合い事業（教育委員会主催）

子どもふれ合い事業（教育委員会主催）

子どもふれ合い事業（教育委員会主催）

子どもふれ合い事業（教育委員会主催）

子
ど
も
ふ
れ
合
い
事
業

（
教
育
委
員
会
主
催
）

2008年夏の大竹海岸鉾田海水浴場
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SPORTS
　８月４日、７月下旬から開催された茨城県中学生総合体育大会において上位
成績を収めた選手たちが市役所を訪れ大会結果を鬼沢市長に報告しました。
　旭中は、柔道女子団体で見事優勝し、個人でも３階級で優勝・準優勝し、関
東・全国大会出場権を獲得。鉾田南中は、ソフトボール女子で準優勝、陸上女
子100ｍ・男子800ｍ・２年男子100ｍで３位入賞を果たしそれぞれ関東大会へ。
大洋中は、ソフトテニス女子団体で13年ぶりの優勝を飾り、ソフトテニス男子
個人でも３位入賞を果たしともに関東大会への出場権を獲得しました。

■柔道　◇女子団体［優勝］旭中（小沼智美・村田栞・荻沼栞菜・石田朱・田口亮子）
◇女子個人　48㎏級［優勝］小沼智美（旭中）52kg 級［準優勝］村田栞（旭中）57kg
級［優勝］荻沼栞菜（旭中）　■ソフトボール　◇女子［準優勝］鉾田南中（小田由可子・
酒井莉花・岡野晶・加藤千寛・鈴木麻里子・田口秀佳・大貫歩美・高橋法子・遠嶺光理・
髙橋葉月・高田花梨・方波見郁奈・白井佑実・秋山紗也・遠峰加奈絵・生井澤優美・東
野加奈絵）　■陸上　◇女子100ｍ［３位］仲田侑美（鉾田南中）◇男子800ｍ［３位］
島田勇（鉾田南中）　◇２年男子100ｍ［３位］青木颯斗（鉾田南中）　■ソフトテニス
◇女子団体［優勝］大洋中（菅谷愛美・大内美香・榊原千夏・石津彩乃・野中かれん・
菅谷結衣・菅谷優・飯島悠）　◇男子個人［３位］東峰達志・飯島孝平（大洋中）

県中学総体  junior  high school championship 

　８月２日、鉾田総合公園にて鉾田市子ども会育成連合会（関谷政治会長）主
催の「第３回鉾田市子ども会球技大会」が開催されました。大会には、各小学
校区ごとの予選会を勝ち抜いてきた代表21チームが参加し熱戦が繰りひろげら
れました。
　子ども会球技大会の競技種目がキックベースボールになったのは９年前から。
旧大洋村で独自のルールを整備し行われていたものが、旧鹿島郡内の市町村で
採用されるようになり、平成12年度の大会から正式に鹿島地区で行われるよう
になったのがはじまり。「年々レベルアップしています。特に、指導者や審判の
方たちの成長が著しく、子どもたちの成績につながっているのだと思います。」
と関谷会長。昨年は、鹿島地区大会（神栖市・鹿嶋市・鉾田市）で、鉾田市か
ら出場した４チームが１位から４位までを独占。今年も８月23日に行われた鹿
島地区大会で市の大会を制した “すずらん子ども会„ が優勝しました。

【市大会結果】
優　勝　すずらん子ども会（旭西小学区代表）　　第３位　大空子ども会（旭東小学区代表）
準優勝　当間子ども会（当間小学区代表）　　　　第３位　徳宿新田子ども会（徳宿小学区代表）

市子ども会球技大会  kick  baseball

　７月26日、鉾田総合公園体育館で「第15回　３ ON ３　鉾田
CUP」（主催：市体育協会・市バスケットボール連盟）が開催されま
した。大会には、ミニバス少年団16チーム、中学生16チーム、高校・
一般24チーム、合計56チーム350人が参加しました。
　３ ON ３は、普通のバスケットボールコートの半面のみを使用し、
３人対３人で攻守を交代で行う競技。中学生以上の部では、男女関係
なくトーナメントが行われ、女性がシュートをした場合は、男性の倍
の得点が加えられるルール。会場内では、女性チームが男性チーム相
手に健闘しているときなどは女性チームに応援が集まり一味違った面
白さがありました。
　参加した３年の女子中学生は「いい思い出になりました。大人のチー
ムや高校に行った先輩のチームと対戦し、２勝１引き分けの好成績を
残せました。」と青春の汗をにじませながらうれしそうに話してくれ
ました。

【大会結果】
（中学生以上の部）　　　　　　　　（ミニバスの部）
優　勝　店曲模試　　　　　　　　優　勝　鉾田ミニバス１
準優勝　旭ペヤングス　　　　　　準優勝　鉾田ミニバス２
第３位　旭クラブB　　　　　　　第３位　旭MBC－A
第３位　The★２年生　　　　　　第３位　小貫ファイターズ

鉾田CUP  3 on 3 hokota  CUP
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散
布
後
は
、
散
布
器
具
を
よ
く
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。
散

布
機
の
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
に
前
回
使
用
し
た
薬
液
が
残
っ

て
い
る
と
、
次
回
の
時
に
そ
の
ま
ま
散
布
さ
れ
て
し
ま
い
、

農
薬
残
留
の
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。

農
薬
飛
散
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
風
の
弱
い
時
に
風
向
き
に
注
意
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

② 

対
象
と
な
る
作
物
だ
け
に
か
か
る
よ
う
散
布
の
方
向
や
位

置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

適
正
な
ノ
ズ
ル
を
用
い
、
圧
力
を
高
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④ 

周
り
の
住
民
の
方
に
声
を
か
け
あ
っ
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
周
り
に
収
穫
直
前
の
作
物
が
あ
る
場
合
は
、

散
布
日
や
収
穫
日
を
変
更
す
る
な
ど
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

問
鉾
田
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
３
３―

６
１
９
７

鹿
行
地
方
総
合
事
務
所
農
林
課

☎
３
３―

４
１
２
０

農
薬
使
用
の
ポ
イ
ン
ト

①
登
録
番
号
の
確
認

　
　

登
録
番
号
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
登
録
の
な
い
農
薬
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

②
用
途

　
　

 「
殺
虫
剤
」、「
殺
菌
剤
」、「
除
草
剤
」
な
ど
の
用
途
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
用
表

　
　

使
用
基
準
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
使
用
上
の
注
意

　
　

 

使
用
時
の
保
護
具
、
水
産
動
植
物
へ
の
影
響
、
保
管
上

の
注
意
事
項
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
効
・
薬
害
の
注
意

　
　

 

作
物
に
対
す
る
効
果
的
な
使
い
方
や
、
薬
害
を
避
け
る

方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
最
終
有
効
年
月

　
　

 

有
効
期
限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
西
暦
年
下
２
桁
と
月

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

右
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
詳
し
い
内
容
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

日
時　

10
／
７
（
火
）
受
付
12
時
50
分
〜

　
　

場
所　

茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

問
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

☎
０
２
９―

２
２
５―

１
２
２
１

http://w
w
w
.ibaraki-sozei.jp/

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札
に
よ
り
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

通
勤
時
の
マ
イ
カ
ー
利
用
自
粛
に
取
り
組
む

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」
は

10
月
の
各
水
曜
日
が
対
象
日
に
な
り
ま
し
た

　

電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
い
っ
た
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
貴
重
な
足
で
あ
っ
た
公
共
交

通
は
、
自
動
車
社
会
の
進
展
、
少
子
高
齢
化

等
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が
年
々
減
少
し
、

そ
の
存
続
さ
え
危
う
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、地
球
温
暖
化
や
高
齢
化
社
会
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
現
代
の
私
た
ち
が

抱
え
る
様
々
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
あ

ら
た
め
て
公
共
交
通
の
有
効
性
や
、
目
的
・

距
離
な
ど
に
応
じ
て
様
々
な
移
動
手
段
を
使

い
分
け
る
「
か
し
こ
い
ク
ル
マ
の
使
い
方
」

が
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

県
内
全
市
町
村
と
県
、
交
通
事
業
者
及
び
関

係
団
体
に
よ
り
構
成
す
る
「
茨
城
県
公
共
交

通
活
性
化
会
議
」
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、

通
勤
時
の
マ
イ
カ
ー
利
用
自
粛
に
取
り
組
む

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き
」
を
、
本

年
10
月
の
各
水
曜
日
を
対
象
日
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
を
通
じ

て
、
公
共
交
通
の
重
要
性
や
、
過
度
の
マ
イ

カ
ー
利
用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
皆
様
も
是
非
こ
の

機
会
に
お
取
組
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在

こ
の
取
組
に
参
加
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
の
方
は
、
お
問

合
せ
下
さ
い
。

　

公
売
日
直
前
に
、
滞
納
税
の
完
納
な
ど
で
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中
止
の
有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

日
時　

11
／
５
（
水
）
受
付
12
時
50
分
〜

　
　

場
所　

茨
城
県
行
方
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

◇ 
買
受
人
の
制
限
（
国
税
徴
収
法
第
92
条
）、
公
売
実
施
の
適
正
化

の
た
め
の
措
置
（
国
税
徴
収
法
第
１
０
８
条
）
等
に
定
め
る
、
買

受
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

◇ 

鉾
田
市
は
、
買
受
人
へ
の
不
動
産
登
記
簿
上
の
所
有
権
移
転
な
ど

の
登
記
は
行
い
ま
す
が
、
登
録
免
許
税
等
は
買
受
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

◇ 

鉾
田
市
は
、
物
件
の
引
渡
の
義
務
を
負
い
ま
せ
ん
。
物
件
内
の
動

産
類
や
ご
み
の
撤
去
、
占
有
者
の
立
ち
退
き
な
ど
は
、
す
べ
て
買

受
人
自
身
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 

隣
地
と
の
境
界
は
買
受
人
と
隣
地
所
有
者
で
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

売
却
２
０―

１
、２
０―

２
、２
０―
３
の
公
売
参
加
に
は
、
鉾
田

市
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る
「
買
受
適
格
証
明
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

問
鉾
田
市
収
納
課
☎
３
３―

２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
３
）

鉾
田
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
１
１
１
（
内
線
１
２
５
２
）

行
方
市
収
納
対
策
課
☎
０
２
９
９―

７
２―

０
８
１
１

【公売に関する資料の配布】
　鉾田市役所収納課、行方市役所収納対策課において物件の詳細、必要書類など
を記した冊子「公売広報」を配布しています。郵送をご希望の方はご連絡ください。

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
不
動
産
を
入
札
に
よ
り
公
売
（
売
却
）
し
ま
す

売却区分 物件の所在 地目 地積 見積価額 公売保証金

鉾
田
市

20－１ 鉾田市上太田字仲の町
978番1 田 1,107㎡ 400,000円 40,000円

20－２ 鉾田市借宿字大坪111番 田 992㎡ 530,000円 60,000円

20－３ 鉾田市借宿字後田210番 田 990㎡ 530,000円 60,000円

行
方
市

８－６

鹿嶋市大字中字宅地添
2134番11
鹿嶋市大字中字宅地添
2134番地11
（木造　瓦葺　平屋建　
平成13年６月新築）

宅地

居宅

231.45㎡

89.42㎡
4,100,000円 410,000円

売却区分 物件の所在 地目 地積 見積価額 公売保証金

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

20－49

鉾田市串挽字堀之内
2312番13 山林 112㎡

350,000円 40,000円

鉾田市串挽字堀之内
2312番63 山林 174㎡

鉾田市串挽字堀之内
2312番64 山林 180㎡

鉾田市串挽字堀之内
2312番65 山林 163㎡

鉾田市串挽字堀之内
2312番66 山林 174㎡

鉾田市串挽字堀之内
2312番67 山林 167㎡

問
茨
城
県
企
画
課
交
通
対
策
室　

☎
０
２
９―

３
０
１―

２
５
３
６

http://w
w
w
.koutsu-ibaraki.jp/
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申込締切　10/25（土）
【鉾田会場】
日時　11/11（火）　受付８：00
場所　鉾田総合公園
定員　100名（先着順）
参加費　200円
申込方法　 官製はがきに、氏名、年齢、電話番号、お

住まいの市名を記入の上、申込先へ送付
　　　　　（１枚に５名まで記入できます）
申込先　〒311－1721
　　　　行方市両宿410
　　　　　　　佐藤栄　宛

問　鹿行はつらつ百人委員会スポーツ部　佐藤　栄
☎0291－ 35－ 1148

鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会
グランドゴルフ交流大会

修業年限　３年（全日制）
定員　30名
応募資格　 高等学校卒業及び平成２１年３月卒

業見込の者
取得資格　看護師国家資格
奨学金制度　有（３年間）
試験日　①推薦入学試験　12/６（土）
　　　　②一般入学試験　１/23（金）
　　　　③社会人入試　　１/31（土）
学校見学会　９/27（土）10：00～ 11：30
※前日までに電話で申し込んでください

問　白十字看護専門学校　☎0299－ 92－ 3891

白十字看護専門学校学生募集

募集科　情報通信科、情報処理科
受付期間　
　　　　高等学校新卒者
　　　　９/30（火）～10/９（木）
　　　　高等学校既卒者
　　　　前期日程：９/17（水）～10/15（水）
試験日　高等学校新卒者　10/16（木）
　　　　高等学校既卒者　10/18（土）

問　県立産業技術短期大学校　☎029－ 269－ 5500
http://www.ibaraki-it.ac.jp

県立産業技術短期大学校
平成21年度推薦入学者選考試験

invite募集します

申込締切　９/17（水）
　ホームヘルパー２級の資格取得を目指します。
期間　１0/１（水）～11/28（金）２ヵ月間 (平日 )
　　　９：00～16：00（訓練により時間変更有）
対象者（①、②の条件を満たす方）
① 公共職業安定所（ハローワーク）に求職申込
みを行っており、公共職業安定所長の受講支
持又は受講推薦が可能な方

②介護関係職種に就職を希望する方
定員　15名
　入学願書提出方法等は、お問合せください。
入学選考　９/19（金）
・授業料無料
（但しテキスト代として、6,000円程度必要）
・ 受講支持者は、受講手当・通所手当等が支給
されます。

問　茨城県立鹿島産業技術専門学院　☎0299－ 69－ 1171

H20年度介護サービス科受講生募集

日時　10/29（水）８：30～17：30
内容　 成田空港施設見学及び成田空港博物館の

研修
集合場所　鉾田合同庁舎
参加費　1,500円　※昼食は各自持参
対象者　60歳以上
申込方法　 往復ハガキに住所、氏名（２名まで）、

年齢、電話番号を記入して
　　　　　10月２日～５日に投函して下さい。
定員　150名（先着順）
送付先　〒314－0112
　　　　神栖市知手中央5－1－55
　　　　　　　　　谷川勝次郎　宛
※参加可否、集合時間は返信はがきで連絡します。

問　谷川勝次郎　☎090－ 8878－ 4483

鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会
「生きがいづくり教室」参加者募集

申込締切　９/20（土）
日時　９/21（日）受付９：30～※小雨決行
場所　ほっとパーク鉾田
対象者　65歳以上の方
参加費　500円（当日徴収）
参加賞　ほっとパーク鉾田半額割引券
申込先　ほっとパーク鉾田
※申込用紙はほっとパーク鉾田フロントにあります。
※お電話でのお申し込みも承ります。

問　ほっとパーク鉾田　☎34－1211

いきいき　パークゴルフ交流会

申込締切　９/15（月）
日時　９/16（火）受付９：30～※小雨決行　
場所　ほっとパーク鉾田　
対象者　高校生以上の方
参加費　500円（当日徴収）
参加賞　ほっとパーク鉾田半額割引券
申込先　ほっとパーク鉾田
※申込用紙はほっとパーク鉾田フロントにあります。
※お電話でのお申し込みも承ります。

問　ほっとパーク鉾田　☎34－1211

理事長杯パークゴルフ大会

日時　９/27（土）　９：30～15：00
場所　ほっとパーク鉾田
内容　 福祉の広場（手話・点字教室）、子どもの

広場（お菓子つかみ取り等）、社協登録ボ
ランティアによる模擬店、福祉バザー等

※ 当日は、ほっとパーク鉾田・ともえ荘はお休みとなります。

主催　 福祉まつり実行委員会
　　　社会福祉法人鉾田市社会福祉協議会

問　鉾田市社会福祉協議会　☎32－5831

第３回福祉まつり

　農作物への被害を防ぐため、銃器を使用して、
カラスの鳥獣捕獲を行います。
期間　９/15（月）～19（金）
時間　日の出～日没
範囲　市内全域（猟銃禁止区域等を除く）
捕獲対象　カラス
　捕獲作業は、茨城県猟友会鉾田支部所属の各
分会が実施します。
　銃器を使用しますので、早朝より発砲音が聞
こえる場合があります。

問　市役所産業経済課　☎33－2111（内線1165）

有害鳥獣の捕獲を実施します

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

９月は屋外広告物美化強調月間です

屋外広告物とは・・・
　屋外で常時、又は一定の期間継続して公衆に
表示される広告物のことで、はり紙、はり札、
立看板、広告塔、広告板、建物その他の工作物
等に掲出されたものなどを指します。
【屋外広告物を設置するには】
　原則として市長の許可が必要です
◇許可手続きや許可基準の詳しい内容等につい
ては、お問合せください。

申込締切　９/30（火）
　65歳以上の方が３人１組でチームを組み、
100日間の無事故・無違反を目指す県民参加型
の交通安全運動です。
　無事故・無違反達成チームには、全員に「無
事故・無違反達成証」を交付し、抽選で20チー
ムに、６万円相当（１人２万円）の旅行券をは
じめ、県産品などの賞品を贈呈します。
実施期間　10/１（水）～１/８（木）の１00日間
対象者　・県内在住の65歳以上の方
　　　　　（平成20年10月１日現在）
　　　　・ 運転免許（原動付二輪車を含む）を

持っており、日常的に運転する方。
　　　　　※過去の違反・事故歴の有無は問いません
応募方法　 メンバーが３人集まりましたら、代

表者を決め、郵送、FAX、Ｅメール
のいずれかの方法で申込

　申込用紙は、市役所総務課、鹿行地方総合事
務所県民生活課、警察署、又は下記ホームペー
ジから取得できます。
http://www.anzen.pref.ibaraki.jp

問　大好きいばらき交通安全県民運動　実行委員会事務局
☎029－ 301－ 2842

シルバー無事故・無違反チャレンジ100
参加チーム募集

無　料　相　談

多重債務相談
借金の返済でお困りの方、お電話ください。
水戸財務事務所多重債務相談窓口
　 専用ダイヤル☎ 029－ 221－ 3190
（平日　８：30～12：15　13：00～16：30）

税務相談
日時　９/17（水）・10/１（水）
　　　13：30～16：30
場所　鹿嶋市まちづくり市民センター
※予約制です
問　関東信越税理士会潮来支部
　　　　　　　　　☎ 0299－ 84－ 1611

法律等相談会
弁護士、司法書士、行政書士、税理士、公認
会計士、社会保険労務士、土地家屋調査士、
不動産鑑定士が、相談に応じます。
※当日受付順・予約不要
日時　９/７（日）　９：３0～15：00
場所　水戸市民会館
問　茨城土地家屋調査士会事務局
　　　　　　　　　☎ 029－ 259－ 7400

全国一斉成年後見相談会
遺言と成年後見に関する相談
日時　９/13（土）10：00～15：00
場所　水戸会場：茨城司法書士会館
　　　鹿嶋会場：鹿嶋市まちづくり市民センター
※前日までに電話予約
予約電話☎ 029－ 225－ 0111
　　　　☎ 029－ 302－ 3166
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　下記期日は、住基カード・電子証明書等の発行又
は、失効手続きは出来ませんので、ご注意ください。
　■９/12（金）
　　広域交付住民票・住基カードの発行
　■９/22（月）
　　電子証明書の発行・失効手続
※ 鉾田市役所市民課、旭・大洋各市民センター
共に手続きは出来ません。

問　市役所市民課　☎33－2111（内線1153）

９/12・22　発行・失効手続きが出来ません

　10月１日、５年に１度の住宅・土地統計調
査が行われます。この調査は全国の約350万の
世帯が対象となる、住宅・土地に関する最も基
本的な調査です。
　知事が任命した調査員が調査票を持ってお宅
におうかがいしますので、調査票への記入をお
願いします。

問　市役所企画課　☎33－2111（内線1301）

平成20年住宅・土地統計調査

　鹿行里親会員は、組織の発展・充実と里親と
しての資質向上を目指し、様々な活動を行って
おります。その活動の一環として、鹿行地区居
住で里親制度に興味・関心をお持ちの方々に参
加をいただきながら、里親制度について「フレ
ンドシップ」を開催いたします。多くの方々の
参加をお待ちしております。
日時　９/27（土）10：00～12：00
場所　行方市北浦公民館

問　鹿行里親会長　大森貫次　☎0299－ 69－ 0194

里親制度について

【水戸会場】　９/17（水）13：00～15：30
　ホテルレイクビュー水戸（水戸市宮町）
【土浦会場】　10/３（金）13：00～15：30
　ホテルマロウド筑波（土浦市城北町）
【鹿嶋会場】　10/９（木）13：00～１5：30
　鹿島セントラルホテル（神栖市大野原）
【日立会場】　10/10（金）13：00～15：30
　国民宿舎「鵜の岬」（日立市十王町）
※ 求人者、障害者の方ともに、事前に下記ハロー
ワークへお申し込み願います。

ハローワーク（公共職業安定所）

問　ハローワーク常陸鹿嶋　☎0299－ 83－ 2318

障害者就職面接会（前期）

【受付相談日】
日時　９/８（月）・９（火）
　　　大洋市民センター　９：00～12：00
　　　旭市民センター　　13：00～16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受付と審査

問　市役所農業委員会　☎33－2111（内線1251・１252）

農業委員会からのお知らせ

　軽油を購入したとき支払う代金には、軽油引
取税（１Ｌ当たり 32.1 円）が含まれており、
県内の道路や橋などを整備するために使われて
います。
　ナンバープレートのついたディーゼル車に軽油
以外の油や混和した軽油を使った場合は脱税した
ことになりますので、軽油引取税が追徴されます。
　また、不良燃料は不完全燃焼をおこし機械を
いためるだけでなく、その排気ガスは、環境に
も悪い影響をあたえます。
　◇ 不正軽油に関する情報は、県税事務所へお

寄せください。

問　県行方県税事務所課税第一課　☎0299－ 72－ 0483

正しい軽油を使いましょう

安定所名 所在地 電話・ファックス

常陸鹿嶋
（鉾田市を管轄）

鹿嶋市宮中
1995－1

 ☎  0299－83－2318
FAX0299－82－6028

　統合失調症による精神障害者の家族教室のお
知らせです。
日時　９/11（木）　情報交換・交流会
　　　10/９（木）　 講演「福祉サービスの

　利用について」
　　　　　　　　　講師：市障害福祉係
　　　　　　　　　情報交換・交流会
○いずれも 13：30～15：30開催
対象者　統合失調症の方の家族
場所　　地域活動支援センターメイプル
　　　　　鉾田市徳宿 1809番地 11
　　　　　☎ 36－ 5684
申込方法　前日までに電話で申込

問　鉾田保健所健康指導課精神保健担当　☎33－2158

統合失調症　家族教室

申込締切　９/10（水）
　医療・リハビリ・患者会とシリーズで講演会
を開催します。
日時　９/12（金）受付14：00～
場所　鉾田保健センター
対象　パーキンソン病の方やその家族等
講演　「パーキンソン病の治療について」
講師　鹿島労災病院　神経内科医師
　　　　　　　　　　　　　　　下江　豊氏
◇講演会終了後医療相談を予定（先着５名）
申込方法　電話・FAX・郵送で申込
郵送先〒311－1517　鉾田市鉾田1367－3

鉾田保健所健康指導課難病担当

問　鉾田保健所健康指導課難病担当　☎33－2158
FAX33－ 3136

パーキンソン病講演会（第１回）

〔 　　 　　　　〕

日時　９/６（土）13：00～16：30
場所　東海村総合福祉センター（東海村村松）
講演　「リウマチと女性医療」
　　　　　　　村島　温子先生
　　　　　　  （国立成育センター　母性内科）
　　　「私の母の思い出～リウマチ患者と手術」
　　　　　　　平野　篤先生
　　　　　　  （水戸協同病院　整形外科）
療養相談会・靴の相談・自助具展
参加費　無料（事前申込不要）
　友の会会員やご家族の方々、リウマチに関心
のある一般の方々等、どなたでもお気軽にご参
加ください。
※上履きをご用意ください。
　　主催　（社）日本リウマチ友の会茨城支部
　　後援　東海村及び東海村社会福祉協議会

問　大井川ヨシ子　☎029－273－4895
菅田一枝　　　☎0295－53－1975

公開講座「リウマチ教室」を開催します

※なお、調査内
容を統計の作成
以外の目的に使
用することは一
切ありません。

　百里基地は、自衛隊記念日行事の一
環として、10月19日（日）に平成20年
度航空観閲式を実施します。
※ 航空観閲式当日は、招待者以外は入場
できません。
　当日及び事前飛行訓練中は、騒音等
により大変ご迷惑をおかけしますが、何
卒、ご理解の上ご協力をお願いします。

問　航空自衛隊百里基地渉外室　☎0299－ 52－ 1331

百里基地からのお知らせ

　法務省と全国人権擁護委員連合会は、「いじめ」
や児童虐待など子どもをめぐる様々な人権問題
に積極的に取り組むことを目的として、全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間を実施し、悩み
を持ったお子様や保護者からの相談に応じます。
期間　９/８（月）～１4（日）
　　　８：30～19：00
　　　※土・日は10：00～17：00
☎　0120－007－110
相談員　法務局職員
　　　　人権擁護委員（子どもの人権専門委員）

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間

申込締切　10/１（水）
日時　10/５（日）　10：00～15：00
場所　 水戸市福祉ボランティア会館（水戸市赤

塚）※会館内市営駐車場をご利用下さい。
内容　 人工肛門・人工膀胱保有者のためのオス

トミー講習会
　　　①講師　中田　公美　
　　　　　皮膚・排泄ケア認定看護師
　　　　　　（県立中央病院）
　　　②ストーマ用装具展示・説明
参加費　無料
申込先　 社団法人日本オストミー協会茨城県支

部中央地区センター長　弓削和夫
☎029－241－8290

問　藤元広　☎0297－ 66－ 6255

オストミー講習会

対象者　70歳以上
利用期間　通年（12/29～１/３除く）
利用区間　大洗鹿島線全線
　　　　　（水戸駅～鹿島神宮駅）
発売箇所　 大洗駅、新鉾田駅、委託発売所（涸

沼駅、鹿島灘駅、荒野台駅、鹿島神
宮駅前観光案内所）６箇所

発売額　1,000円

　 例えば！
　　 新鉾田駅⇔水戸駅
　　 通常の往復運賃1,560円（片道780円）
　　 　　　　　　　　　「560円」お得です

※ 購入時に健康保険証（カード）、運転免許証
等年齢を確認できる証の提示が必要です。

問　鹿島臨海鉄道株式会社　☎029－ 267－ 5200
新鉾田駅　☎33－5714

大洗鹿島線特別企画乗車券
「１日乗り放題きっぷ」発売中
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鉾田の花
ヒマワリ

鉾田の木
サクラ

鉾田の鳥
ウグイス

医療機関案内医療機関案内

◆茨城県救急医療情報システム
電　話　案　内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

◆茨城子ども救急電話相談
毎　日（18：30～22：30） ☎029-254-9900

（短縮ダイヤル　 # 8000）

◆夜間小児救急診療所
毎　日（20：00～23：00） ☎0299-82-3817

鹿嶋市宮中1998-2　鹿島保健センター内

◆中毒110番
つ　く　ば（9：00～21：00） ☎029-852-9999
大　　　阪（24時間対応） ☎072-727-2499
日本中毒情報センター　http://www.j-poison-ic.or.jp/

「広報ほこた」10月号は10月３日発行です

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
・ 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい
環境をつくります

・ 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます

・健康で働き、活気ある産業を築きます

・教養を深め、高い文化を培います

・ きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

平成19年2月28日制定

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

■編集・発行■（発行日　H20.9.3）
　鉾田市役所　総務課　秘書室
　　〒311-1592
　　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　　 ☎　0291－33－2111
　　FAX 0291－32－4443
　　http://www.city.hokota.lg.jp/

■市人口（H20.8.1現在）
　　総　数　　 5 1,　9 0 8 人
　　　男　　　 2 6,　0 1 7 人
　　　女　　　 2 5,　8 9 1 人
　　世帯数　　 1 6,　8 7 6 戸

　　　鉾　田　警　察　署 ☎34－0110
　　　鉾　田　消　防　署 ☎34－0119
　　　旭 　 出 　 張 　 所 ☎34－4119
　　　大　洋　出　張　所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

（一般の問い合わせ）

110
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「霞ヶ浦湖上実践セミナー」参加者募集
問　市役所生活環境課　☎33－2111（内線1134）

FAX32－ 2128

申込締切　９/26（金）
　霞ヶ浦・北浦の水質の現状について学び、各家庭にお
いて身近なところから生活排水対策を始めてみませんか。
日時　10/23（木）８：40～ 16：30
内容　 ホワイトアイリス号にて霞ヶ浦周回、船

内研修（自然観察・水質検査用採水）、霞ヶ
浦環境科学センター見学、水質検査等

対象者　 鉾田市在住で20歳以上の方
定員　35名
申込方法　 電話又は FAX（住所・氏名・年齢・

連絡先を明記）
その他　 昼食・飲み物・筆記用具は各自用意、

動きやすい服装（上着もご用意くださ
い）交通手段は鉾田市公用バスを利用

農業用使用済プラスチックなどの収集日程農業用使用済プラスチックなどの収集日程
問　市役所　産業経済課　☎33－2111（内線）1167

旭地区 鉾田地区 大洋地区
9：00～12：00 9：00～12：00 9：00～12：00

塩ビ 10/８（水）９/９（火）・10/７（火） ―
ポリ ９/10（水）10/21（火） ―
農薬空缶 ― ９/22（月） ―
※時間が変わりました。ご注意ください。

心配ごと相談心配ごと相談

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

旭 鉾田 大洋

9月 11（木）
社協本所

18（木）
大洋公民館

10月 ９（木）
社協旭支所

23（木）
鉾田中央公民館

９月の市立図書館休館日
１・８・１５・２２・２９・３０日
特別図書整理による休館日１０／１～８まで

■休日診療■
☎ ９月 10月

鉾 田 病 院 32 - 3 3 1 3 1 4・28 19

高 須 病 院 33 - 2 1 3 1 1 5 5・26

ハタミ病院 33 - 3 1 5 8 2 1 1 2

北浦整形外科 33 - 2 1 3 6 7・23 13

■健康カレンダー■ （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（項目） ９月 10月

乳児健診 鉾田 24（水）
（H20.5生）

６（月）
（H20.6生）

育児相談

旭 25（木） 16（木）

鉾田 24（水） ６（月）

大洋 ９（火） 14（火）

幼児健康診査

鉾田

１歳半健診 26（金）
（H19.2生）

10（金）
（H19.3生）

２歳児
歯科健診

５（金）
（H18.2生）

３（金）
（H18.3生）

３歳児健診 16（火）
（H17.5生）

７（火）
（H17.6生）

大洋
１歳半健診

９（火）
（H1.12～H19.2生）

―

３歳児健診 ―
14（火）

（H17.4～6生）

機能回復訓練

（リハビリ）

旭 10（水） 8・22・29（水）

鉾　田 4・11・25（木） 2・9・16（木）

大　洋 12・19・26（金）10・17・24（金）

▼精神保健事業 （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（時間） ９月 10月

デイケア 鉾田（9：30～11：30） 5・12・19・26（金） 3・10・17・24（金）

フリークラブ

旭 （9：30～11：30） 10・24（水） 8・22（水）

鉾田（9：30～11：30） 17（水） 1・15（水）

大洋（9：30～15：00） 8・22・29（月） 6・20・27（月）

▼献血の日程

10/８（水）13：30～16：00 鉾田合同庁舎

　市民の皆さんの生涯学習ニーズの多様化や、自発
的な活動の高まりから、ボランティア活動をしたい
人のために、ボランティア人材として登録し、市民
相互の生涯学習活動を支援します。
　興味、関心のある方は、是非ご登録をお願いいたします。

【登録内容・分野】　
　施設支援・学習指導・地域支援・学校支援
　※ 活動日、活動場所、活動内容については、登録者

と要請者で相談します。
◇対象者
　 生涯学習に関心がある16歳以上の個人・団体等
◇募集期間
　随時募集
◇応募方法
　所定の登録用紙があります。
　※登録用紙は、各公民館・生涯学習課・市ホームページから取得可能
◇その他
　・ 報酬や手当は支給されません。
　・ この学習ボランティア人材登録による、営利・
政治・宗教の活動や利用は出来ません。

問　鉾田市教育委員会生涯学習課　☎37－4341
FAX37－ 3185

鉾田市生涯学習ボランティア人材募集

申込締切９/30（火）
応募資格　 鉾田市在住、在勤、在学者（高校生

以上）、主催者が認めた者
【作品規格】

【出品について】
手数料　 1,000円、出品は各部門１人１作品（工芸は

２作品まで）、既発表作品の出品可（他展覧
会での入賞作品は除く）

申込先　○鉾田市教育委員会生涯学習課
　　　　○鉾田中央公民館
　　　　○大洋公民館

問　鉾田市教育委員会生涯学習課　☎37－4341

第２回　鉾田市美術展覧会作品募集

絵画の部 ６号～50号（日本画、洋画、版画、デ
ザイン）額装（ガラス不可）

書の部 半切３分の１以上小画箋紙 ( 横70㎝×
縦140㎝以内 )表装又は額装、釈文添付

写真の部 Ａ4～150㎝×100㎝以内、パネル張り
又は額入れ (ガラス不可 )

工芸美術の部
（彫刻、陶芸等）持ち運び可能な作品

鉾田市美術展覧会
　会場　鉾田中央公民館
　展覧会期間　11/26（水）～ 30（日）

市役所　総務課秘書室
　☎33－2111（内線1212）

問

●９／３（水）旭総合支所
●10／６（月）鉾田市役所
　時間はいずれも8：15～9：15

市民と市長の朝市トーク市民と市長の朝市トーク

と　き　10/12（日）
時　間　10：30～11：30
会　場　鉾田中央公民館

市長との懇談会市長との懇談会

ホワイトアイリス号ホワイトアイリス号


